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国縫地域は蟹を名物とする長万部町の南部に位置し

太平洋側の内浦湾(噴火湾)に面している.内浦湾西

岸は江差追分の民謡で知られる日本海側の江差地域と

ともに海岸段丘が発達する.

本地域の地質は東北目本弧内帯のいわゆるグリンタ

フ地域の北方延長部に当たり古生代後期から中生代前

期にかけての堆積岩類とこれに避入する白亜紀の花陶

岩類を基盤として新第三紀中新世以降の堆積岩及び火

山岩が広く分布する･基盤岩類は西隣今金図幅及び北

隣長万部図幅地域に露出するが本地域ではすべて新第

三系に覆われている･新第三系は下位から訓縫層･

八雲層･黒松内層及び瀬棚層とに分けられる.

新第三系最下部の訓縫層は､主として緑色凝灰岩及び

火山角礫岩などの火砕岩から放り安山岩溶岩･砂岩及

び泥岩を伴い本地域が西南北海道新第三系層序の訓縫

層の模式地である.

八雲層は主として硬質頁岩とシルト岩との互層であ

るが黒岩地域では火山角礫岩や凝灰角礫岩が卓越する.

訓縫層及び八雲層を貫いて流紋岩･安山岩･ドレラ

イトが分布しなかでも流紋岩が大規模な岩体を形成し

ている.

黒松内層は八雲層から漸移し一般にシルト岩及び砂

岩からなるが下部には火砕岩が多く含まれる.

瀬棚層は下位の地層を不整合に覆い砂岩･礫岩など

粗粒堆積物によって構成され浅海性の環境を示す二枚

貝及び巻貝からなる瀬棚動物化石群を産する.

本地域の地質構造は遊楽部岳図幅から今金図幅にか

けてほぼ南北性の軸をもつ遊楽部背斜の東翼部に当たる

ため黒岩地域の小規模な榴曲を除き全体的に各層と

も東方へ傾斜する.

長万部から国縫･八雲に至る海岸線の平野部は古く

から日本有数の砂鉄鉱床賦存地域として知られ多量の

砂鉄が採掘されてきた･なかでも昭和26年から40年頃

には鉄鉱石の需要が急増し約400万トンの生産実績を

あげている.しかしその後の経済事庸により減少の

一途をたどり現在は採掘されていたい.

本地域は新第三系中新統の中･上部を占める地層が標

式的に発達し既刊の八雲･遊楽部岳図幅を合せ巡検

コｰスの設定には非常に好適である.
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